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ざ
る
を
得
ま
せ
ん
」

歯
内
氏
は
、
国
際
化
の
流
れ

は
否
定
ｔ
な
い
が
、
パ
ラ
ン
ス

が
重
要
だ
と
提
言
す
る
。

「私
が
在
職
中
の
十
年
ほ
ど
前

か
ら
、
理
系
の
大
学
院
で
中
国

人
の
姿
を
多
く
見
る
よ
う
だ
な

り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
『
目

本
で
学
び
た
い
』
と
い
う
人
た

ち
の
自
由
は
尊
重
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。　
一
方
で
東
大
に
は

国
か
ら
多
額
の
お
金
が
入

っ

い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
た
と
え
ば
、
今
年
度
は

約
八
百
億
円
が
投
入
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
国
民
め
税
金
が

資
で
す
。
み
え
て
厳
し
い

を
使
う
な
ら
、
猛
本
人
の
リ

ー
ス
を
特
定
の
国
の
学
生

〃奪
わ
れ
て
い
る
″
と
い
っ

も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

中
国
と
い
う
国
が
軍
事
大
国
で

あ
り
、
日
本
の
脅
威
と
な
つ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
制

限
な
く
受
け
入
れ
続
け
る
の
は

国
民
に
と
っ
て
危
な
い
こ
と

す

」

雷

が

ら

な

忘
向
が
、
日
本
の
ト
ッ
プ
で
あ

る
東
大
を
目
指
す
理
由
だ
」
と

し
つ
つ
、
三
つ
の
国
内
事
情
が

背
景
に
あ
る
と
分
析
す
る
。

「
ま
ず
、
中
国
で
は

一
流
大
学

を
卒
業
し
て
ょ
就
職
で
き
な
い

君
者
が
国
内
に
ね
れ
か
え
っ
て

い
ま
す
。
二
つ
目
に
習
近
平
体

制
で
強
化
さ
れ
た
言
論
統
制
の

影
響
で
す
。
自
由
に
自
分
の
好

き
な
学
関
を
す
る
こ
と
が
困
難

に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
」

さ
ら
に
、
二
〇
二
〇
年
か
ら

始
ま

っ
た
ゼ

ロ
コ
ロ
ナ
政
策
が

で
は
、
実
際
に
東
大
で
学
ぶ

中
醸
人
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
一年
前
に

来
巨
し
た
東
大
生

の
季
さ
ん

（仮
名
）
に
聞
い
た
。

「
両
親
は
共
産
党
員
な
の
で
す

が
、
私
は
そ
の
共
産
党
の
教
育

方
針
に
子
供
の
こ
ろ
か
ら
違
和

感
を
持

っ
て
い
ま
し
た
。
習
ぅ

の
は

『
共
産
党
が
政
権
を
取

っ

た
こ
と
で
豊
か
に
な
っ
た
』
と

か

『
人
民
解
放
軍
は
強
い
』
と

か
、
そ
う
い
う
こ
と
ば
か
り
。

高
校
生
の
時
に
世
界
史
の
授
業

で
、
初
め
て
イ
ギ
リ
ス
や
日
本

に
は

『議
会
』
が
あ
り
、
み
ん

決
定
的
だ

っ
た
。

「他
国
が
／
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

移
る
中
で
も
、
市
民
の
行
動
に

強
い
制
限
を
か
け
、
外
出
禁
止

な
ど
の
負
担
を
強
い
た
。
学
生

を
中
心
に
白
い
紙
を
掲
げ
て
政

府
に
抗
議
す
る

『
白
紙
運
動
』

も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
す

ら
政
府
に
よ
っ
て
弾
圧
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
中
国
な
り
の

自
由
を
謳
歌
し
て
き
た
若
者
か

ら
、
『
中
国
が
嫌
に
な

っ
た
』

と
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

（同
前
）　
　
　
　
　
　
　
　
．

な
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

知
り
ま
し
た
。
中
国
人
は
共
産

党
の
作

っ
た
嘘
の
中
で
、
生
活

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

李
さ
ん
は
、
来
日
後
に
日
本

語
学
校
に
通

っ
て
日
本
語
を
習

得
。
東
大
を
受
験
し
て
合
絡
し

た
。
城
曲
氏
は
、
近
年
の
東
大

な
ど

へ
入
学
す
る
若
者
の
傾
向

に
つ
い
て
こ
う
解
説
す
る
。

「
か
つ
て
は
、
中
国
の
大
学
で

露
本
語
を
学
ん
で
か
ら
、
来
日

す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
し

か
し
、
日
本
語
を
学
ん
で
い
な

く
て
も
、
と
り
あ
え
ず
は
日
本

に
渡

っ
て
日
本
語
を
勉
強
し

て
、
大
学
を
受
験
す
る
と
い
う

人
が
増
え
て
い
る
よ
，
で
す
ゃ

自
本
企
業
も
、
日
本
の
大
学
を

卒
業
し
た
中
国
人
入
材
を
求
め

て
い
ま
す
の
で
、
東
大
卒
で
あ

れ
ば
引
く
手
あ
ま
た
で
す
。
さ

ら
に
、
こ
の
数
年
は
日
本
で
暮

ら
す
中
国
人
の
子
弟
が
、
名
門

中
学
や
高
校
を
受
験
し
て
、
東

大
生
を
目
指
す

″受
験
の
低
年

齢
化
″
も
起
き
て
い
ま
す
」

そ
の
低
年
齢
化
を
肌
で
感
じ

て
い
る
の
は
、
都
内
で
中
国
人

向
け
に
不
動
産
売
買
を
仲
介
す

る
会
社
Ｗ
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
　
Ｌ
ａ
ｎ

ｄ
の
杉
原
尋
海
氏
だ
。

「毎
月
約
二
十
作
の
間
い
合
わ

せ
が
あ
る
ぅ
ち
え
割
ぐ
ら
い
が

中
国
本
上
の
方
で
す
。
自
本
で

中
学
受
験
を
す
る
た
め
、
移
住

し
た
い
と
話
す
方
が
急
増
し
て

い
ま
す
。
『
子
供
の
将
来
の
た

め
に
東
大
の
近
く
の
マ
ン
シ
ョ

ン
を
買
い
た
い
』
と
か

『
文
京

区
に
住
み
た
い
』
と
、
細
か
く

希
望
を
お

っ
し
ゃ
る
。
中
国
で

は
、
日
本
の
中
学
や
一局
校
の
お

薦
め
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
が
↓
共

有
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
」

・

杉
原
氏
に
よ
る
と
、
都
ぬ
で

中
国
人
か
ら
人
気
が
葛
い
地
区

は
↓
港
区
、
中
央
区
、
千
代
題

区
、
新
宿
区
ゞ
え
京
区
な
ど
だ
。

弓
欧
米
の
物
件
も
検
討
し
た

が
、
治
安
も
よ
く
教
育
環
境
も

よ
い
日
本
を
選
ん
だ
』
と
い
う

人
が
多
い
ＥＦ
象
で
す
」
（同
前
）

そ
の
傾
向
を
表
す
よ
う
に
、

首
都
圏
で
は
中
国
人
の
子
供
向

け
の
学
習
塾
が
、
増
加
し
て
い

る
。
そ
の

一
つ
を
運
営
す
る
胡

さ
ん

（板
名
）
に
話
を
聞
い
た
。

東
大
生
の
急
増
。
そ
の
背
景
に

は
何
が
あ
る
の
か
。

北
海
道
大
学
教
授
で
、
現
代

中
国
研
究
が
専
門
の
城
ぬ
英
巳

氏
は
、
「
中
国
人
の
ブ
ラ
ン
ド

ヤ

内名誉教授由

中
學
受
験
の
た
め
日
本
に
移
住
す
る

脅体制で激変

日
系
企
業
に
勤
め
る
邦
人
が

ス
パ
イ
容
疑
で
起
訴
さ
れ
、
中

国
軍
機
に
よ
る
史
上
初
の
領
空

侵
犯
が
起
き
た
。
そ
し
て
、
つ

い
に
日
本
入
学
校
の
児
童
が
襲

わ
れ
死
亡
す
る
痛
ま
ｔ
い
事
件

が
発
生
す
る
な
ど
、
口
中
関
係

は
今
、
危
機
的
な
状
況
に
陥

っ

て
い
る
。

だ
が
、
中
国
人
の
と
本

へ
の

流
入
は
増
加
の

一
途
を
た
ご

っ

て
い
る
。

出
入
国
在
留
管
理
庁
の
統
計

に
よ
れ
ば
、
在
留
資
格
を
持

つ

申
国
人
は
二
〇
二
三
年
十
二
丹

末
時
点
で
（
前
年
末
か
ら
六
万

人
増
え
八
十

二
万
人
に
達
し

た
。
コ
ロ
ナ
以
前
の
二
〇

一
九

年
を
超
え
て
過
去
最
高
と
な

っ

た
の
だ
。

日
本
社
会
で
ま
す
ま
す
存
在

感
を
拡
大
す
る
中
国
人
。
今
回

は
教
育
現
場
に
お
け
る
実
態
を

レ
ポ
ー
＋
す
る
。
◇

「東
大
が
中
国
人
の
学
校
に
な

っ
て
い
ま
す
よ
」
と
嘆
く
の

は
、
あ
る
東
大
関
係
者
だ
。

「
近
年
、
東
京
大
学
の
学
部
ど

大
学
院
に
入
学
す
る
中
国
人
の

留
学
生
数
が
右
一月
上
が
り
で
仲

び
続
け
て
い
ま
す
。
今
年
の
五

月
の
時
点
で
、
東
大
の
）
部
生

は
約

一
万
四
千
人
、
大
学
院
生

は
約

一
万
三
千
五
百
人
で
、
合

計
約
二
万
七
千
五
百
人
が
在
籍

し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
中

国
籍
の
営
学
生
は
三
十
三
百
九

十
六
人
。
つ
ま
９
在
学
し
て
い

る
人
の

一
二
％
超
が
中
国
人
で

す
。
ま
た
、
こ
の
数
字
と
は
別

に
自
本
の
高
校
な
ど
を
事
業

し
、
留
学
生
枠
に
入

っ
て
い
な

い
中
国
人
も
い
る
の
で
、
実
際

は
≡
ら
に
多
い
で
し
な
う
」

東
大
が
毎
年
発
表
す
る
中
国

人
留
学
生

の
数
を
比
較
す
る

と
、
こ
の
十
年
で
急
激
に
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
二

〇

一
四
年
五
月
に
は
、
千
百
三

十
六
人
だ

っ
た
も
の
が
、
二
〇

二
四
年
の
五
月
時
点
で
三
十
二

百
九
十
六
人
と
約
二
待
に
。
ど

ら
に
、
外
国
人
留
学
生
全
体
の

中
で
、
中
国
人
の
占
め
る
割
合

は
、
二
〇

一
四
年
二
月
に
は
三

九

。
五
％
だ
っ
た
も
の
が
、
二

〇
二
四
年
五
月
に
は
、
六
六

。

五
％
に
達
し
て
い
る
の
だ
。

「
申
国
で
高
い
人
気
と
知
名
度

を
誇
る
早
稲
田
大
学
も
、
東
大

と
ほ
ぼ
魔
数
の
約
二
千
三
百
人

の
中
国
人
留
学
生
を
抱
え
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、学
部
生
と
院
生

の
合
計
は
東
大
の
倍
近
い
閣
万

八
千
人
で
、
比
率
は
七
％
ほ
ど
。

東
大
で
は
、
学
部
や
院
の
ゼ
ミ

に
な
る
と
と
厨
本
人
が
ゼ
ロ
で

中
国
人
ば
か
り
と
い
う
と
こ
ろ

も
出

て
き
て

る

留
学
生
全
体
の
数
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
は
、
国
際
化
し
て

い
る
こ
屯
の
証
し
で
一
歓
迎
さ

れ
る
べ
き
点
も
あ
る
。　
一
方

で
、
特
定
の
国
の
学
生
が
増
え

続
け
み
こ
と
に
、
問
題
は
な
い

の
か
。
こ
の
現
状
に
警
鐘
を
鳴

ら
す
の
が
、
東
京
大
学
名
誉
教

授
の
曲
ぬ
昌
之
氏
で
あ
る
。

「東
京
大
学
は
国
の
最
先
端
の

研
究
機
関
で
あ
り
、
国
の
安
全

保
障
に
関
わ
る
研
究
も
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
を
取
り

巻
く
安
全
保
障
の
問
題
か
ら
考

え
る
と
、
中
国
人
が
東
大
を
席

巻
し
、
こ
こ
ま
で
増
え
て
い
る

と
い
う
の
は
リ
ス
ク
を
懸
念
せ

|

園
本
の
疸審
圃学
府

。
東
大
が

″申
圏
化
体
勧
で
い
る
。

今
や
在
学
生
の

一
三
％
趨
が
中
國
入
億
。
な
ぜ
、
通

の
よ
う
な
事
態
に
至
っ
た
の
か
ゃ取
材
を
進
め
る
進
、

見
え
て
来
た
の
は
準
国
の
最渥
盈

迷
や
遇
熱
李
る
露

験
戦
争
、
そ
し
て
共
産
党
体
制
へ
の
不
競
だ
っ
た
。
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